


・平成15年度一般会計予算

・主な事業と予算

・特別会計予算

・新潟地域合併問題協議会情報
　政令指定都市の目指す方向と基本理念

・町内巡回バス本格運行スタート

・街かどスケッチ
　「車いすをプレゼント」

・4月27日は町長選挙の投票日

・お知らせ・情報
　「チャイルドシート購入費の一部を助成」「家族への思い」他

・町民のうごき
　「わたしの作品」「わが家の人気者」他

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
る
様
子
を
、
テ
レ
ビ
画

面
に
写
す
な
ど
、
各
小
学
校
で
工
夫
を
こ
ら
し

た
卒
業
式
で
し
た
。
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■編集／企画課・企画広報係

　　ホームページアドレス
http://www.town.nishikawa.
niigata.jp/

　　メールアドレス
soumu＠town.nishikawa.
niigata.jp

　ホームページが新し
くなりました。
　24時間、いつでも
ご意見をお待ちしてい
ます。
　ぜひ、ご利用くださ
い。
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　　　　　　　先生ありがとう！
　　　　　　　　中学生になっても
　　　　　　　　　元気にがんばります！
　３月20日（木）町内３小学校で卒業式が行われました。
　校長先生から卒業証書を手渡され、在校生が見守る中、学舎
を後にしました。
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前年度比
1億7,300万円の減

マイナス3.9％

　「住みたくなる町」「住んでよかった町」の実現を念頭に置き、町民の皆
さんが心身ともに健康で、潤いと安らぎのある町づくりのため、図書館等
建設事業、学校給食共同調理場移転改築事業、下水道事業の推進など快適
な環境づくりに取り組みます。また、行政改革と財政の健全化を推進し財
源の重点的かつ、効率的な配分を行いました。

　昨年度から、用地買収及び法的な認可

の手続きを進めています。この手続きが

終了した時点で建設のための経費を計

上し、早期建設を目指します。

　より一層充実した学校給食を提供でき

るよう、早急に工事に着手し11月の完

成を目指します。

 

　より快適な生活環境づくりや水質保全

を目指し、昨年９月に一部供用を開始し

ましたが、本年度は供用区域の拡大を図

るため、新栄町・川崎団地地内での工事

を行うとともに、下水道の加入促進に努め、

公共下水道の普及を図ります。

　現在、専門部会などで事務事業の調整

を進めているところですが、西川町の地

域づくりのため十分な調整に努めるとと

もに、住民の説明・協議を経て合併特例

法の期限までに成果が上げられるよう、

積極的に取り組みます。

重点
事業

下水道事業の推進 新潟地域
 合併問題協議会の推進

学校給食共同調理場
　　移転改築事業の推進

図書館等建設事業の推進
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・広報発行費
・ふるさとづくり事業費
　　地域創出プラン補助金
・集落コミュニティ助成金
・県議会議員選挙費（新規）
・町長選挙費（新規）

・西川町社会福祉協議会補助金

・重度心身障害者医療費助成金

・デイサービスセンター運営委託料

・在宅介護支援センター運営委託料

・ホームヘルプサービス事業委託料

・老人牛乳助成金
・寝たきり老人等
　　介護手当支給事業助成金
・児童手当
・保育所運営費委託料
・未満児保育事業補助金

・基本健康診査委託料
・巻町外三ヶ町村衛生組合負担金

・乳児医療費助成金
・幼児医療費助成金
・合併浄化槽設置整備事業費補助金

・ごみ収集業務委託料
・古新聞回収等委託料
・し尿収集運搬委託料

・持家住宅建設資金預託金

・生産調整地域とも補償推進助成金

・園芸作物出荷推進奨励金
・転作大豆推進奨励金
・転作団地化推進奨励金
・国土調査費
・基幹水利施設管理事業費
・集落型事業費

・商工会補助金
・地方産業育成資金県貸付金

・地方産業育成資金
　　町付け加え分貸付金
・中小企業経営安定資金貸付金

・西川まつり補助金

・町道改良工事
・町道舗装工事
・道路環境整備工事
・交通安全施設整備工事

・消防事務組合負担金

・消火栓修繕負担金
・小型動力ポンプ

・学校給食費
・語学指導費
・小学校費
　　パソコン使用料
　　合併処理浄化槽撤去工事

・中学校費
　　パソコン使用料
　　プール塗装工事
・町営野球場フェンス改修工事

698

870
180
398
576

1,334

1,177

7,116

666

532
2,165

858
3,925

2億7,502
1,771

1,864

1億9,248
264
750

474
3,086

90
1,005

3,682

2,094
600
396
675

1,134
1億2,724
1億1,174

950

2,500

2,500

4,203
380

4,323
1,901
1.350
8,208

2億1,760
170
280

2,930
501

997

448

683
92

271

43億787万円

民生費
22.0％
　　9億5千36万2千円

公債費
14.2％
　6億1千208万5千円

衛生費
11.0％
　4億7千238万4千円

農林水産業費
10.8％
　4億6千
　504万9千円

総務費
10.8％
　4億6千362万6千円

土木費
9.7％
　4億1千786万1千円

教育費
8.5％
　3億6千801万5千円

消防費
5.9％
　2億5千
　　　447万
　　　2千円

商工費
 3.4％
　1億4千
　　500万8千円

議会費
2.6％
　1億1千133万円 労働費

1.0％
　4千467万
　　　　8千円

予備費
0.1％
　300万円



43億787万円

地方交付税
31.8％
　13億6千729万5千円

町　税
22.7％
　9億7千904万7千円

国県支出金
11.9％
　5億1千450万6千円

町　債
10.6％
　4億5千820万円

繰入金　4.9％
　　　2億1千4万4千円

分担金
及び
負担金
3.5％
　1億4千946万5千円

諸収入　3.3％
　1億4千267万7千円

繰越金　3.0％
　　　　1億3千万円

その他　8.3％　地方消費税交付金　8千500万円
地方譲与税　8千500万円
その他交付金等　1億8千663万6千円

介
護
保
険
事
務
の
円
滑
な
実
施
及

び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
円
滑
な
給

付
を
行
う
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
機

関
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
の
新
設
・
ご
み
有

料
化
な
ど
を
契
機
に
、
ご
み
の
減
量

化
と
有
効
資
源
の
再
利
用
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
、
収
集
方
法
及
び
制

度
の
周
知
を
進
め
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領

の
も
と
、
生
き
る
力
を
育
て
る
体
験

的
な
学
習
や
問
題
解
決
的
な
学
習
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
小
学
校

で
は
、
や
る
気
・
元
気
・
総
合
的
学

習
支
援
事
業
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
整
備
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
小
学
校
で
の
取
り
組

み
に
加
え
、
校
内
適
応
指
導
教
室
に

通
う
生
徒
の
た
め
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト

講
師
を
受
け
入
れ
、
生
徒
が
安
心
・

安
定
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

社
会
教
育
・
体
育
に
つ
い
て
は
、

学
校
週
５
日
制
に
対
応
し
た
事
業
の

展
開
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
を

推
進
し
、
通
勤
・
通
学
者
等
の
安
全

な
交
通
の
確
保
と
生
活
道
路
と
し
て

の
機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
度

は
代
官
橋
脇
の
人
道
橋
の
建
設
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
外
出
支
援
巡
回
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
の
試
行
期
間
中
の

利
用
状
況
や
要
望
な
ど
を
考
慮
し
て
、

本
年
度
か
ら
本
格
的
な
事
業
展
開
を

進
め
ま
す
。

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
産

業
の
振
興
が
極
め
て
重
要
で
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
け
る

計
画
的
生
産
及
び
緊
急
総
合
米
対
策

に
よ
る
生
産
調
整
規
模
の
拡
大
に
伴

い
、
引
き
続
き
と
も
補
償
と
稲
作
経

営
安
定
対
策
へ
の
加
入
及
び
大
豆
生

産
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
来
年

度
か
ら
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
地

域
自
ら
が
作
成
す
る
計
画
を
基
に
支

援
を
行
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
計
画
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
活
動
を
通
じ
て
地
元
企
業
の
振

興
を
図
る
た
め
の
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
商
店
街
の
空
洞
化
に
対
処
し

活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
商
店
街

店
舗
住
宅
建
設
奨
励
金
交
付
事
業
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
景
気
の
低
迷

が
長
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
用

保
証
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

県
信
用
保
証
協
会
保
証
料
の
補
給
事

業
に
努
め
ま
す
。

当
町
は
、
地
理
的
な
有
利
条
件
、

道
路
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
利
便
性

を
活
か
し
、
居
住
環
境
の
整
備
を
図

っ
て
い
ま
す
が
、
持
家
住
宅
の
促
進

と
、
併
せ
て
住
宅
関
連
事
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
町
独
自
の
持
家
住
宅

建
設
資
金
貸
付
制
度
を
利
用
状
況
及

び
町
民
の
要
望
を
踏
ま
え
、
継
続
し

て
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
居
住

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

国民健康保険特別会計
歳入歳出総額

8億5千128万1千円
（前年度比9.1％増）

老人保健特別会計
歳入歳出総額

11億2千991万9千円
（前年度比5.5％増）

下水道事業特別会計
歳入歳出総額

6億7千161万9千円
（前年度比15.3％増）

水道事業会計
事業費用及び資本的支出
5億8千318万3千円
（前年度比28.4％増）

ガス事業会計
事業費用及び資本的支出

4億4千148万円
（前年度比9.2％増）

介護保険特別会計
歳入歳出総額

6億5千296万9千円
（前年度比16.4％増）

補助費等
20.5％

人件費
18.3％

物件費
15.8％

公債費
14,8％

扶助費
11.1％

普通建設事業費
8.8％

繰出金　6.6％

その他　4.1％

農林水産業費

その他

衛生費

消防費

民生費

公債費

教育費

土木費

総務部

商工費

36,731円
（33,364円）

12,559円
（13,246円）

37,310円
（37,615円）

20,099円
（20,031円）

75,062円
（91,138円）

48,344円
（46,891円）

29,067円
（31,473円）

33,004円
（32,426円）

36,618円
（35,916円）

11,453円
（11,951円）

●補助費等（8億8千471万5千円）
　　各種団体等に対する補助金や負担金等です。
●人 件 費（7億8千731万円）
　　職員の給与及び各種審議会委員等の報酬です。
●物 件 費（6億8千221万円）
　　各種事業の委託料や消耗品等の行政遂行に要する経費です。
●公 債 費（6億3千708万6千円）
　　町の借金にあたる町債の償還金です。
●扶 助 費（4億7千650万円4千円）
　　児童手当等各福祉法等に基づく扶助に要する経費です。
●普通建設事業費（3億8千39万1千円）
　　町道改良工事等の工事に要する経費です。
●繰 出 金（2億8千550万1千円）
　　国保会計等の特別会計への繰出金です。
●そ の 他（1億7千415万3円）
　　貸付金（1億2千914万7千円）
　　維持補償費（4千139万2千円）
　　積立金（41万3千円）
　　投資及び出資金（20万1千円）
　　予備費（300万円）

一
般
会
計
予
算
を
町
民
一
人
当
た
り
で
み
る
と

3
4
万
2
4
7
円
︵
3
5
万
4
千
5
1
円
︶

一
世
帯
当
た
り
で
み
る
と
1
2
2
万
9
千
6
4
円
使
わ
れ
ま
す
。

︵
　
︶内
は
前
年
度7 6
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市
町
村
合
併
情
報

 

新
潟
地
域
合
併
問
題
協
議
会
は
、現
在
ま
で
５
回
に
わ
た
り
合
併
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

   

「
新
潟
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
（
平
成
14
年
７
月
に
新
潟
都
市
圏
総
合
整

備
推
進
協
議
会
が
策
定
）」
で
示
し
て
い
る
４
つ
の
「
発
展
・
連
携

軸
」
を
参
考
に
、
既
存
の
市
町
村
区
域
及
び
、
地
形
・
地
物
な
ど
の

要
素
を
考
慮
し
て
、
６
つ
の
地
域
割
を
設
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
政

令
指
定
都
市
移
行
後
の
区
割
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
設
置
す
る
審
議

会
に
お
い
て
十
分
検
討
の
上
、
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

※
こ
こ
で
示
す
６
つ
の
地
域
は
将
来
の
政
令
指
定
都
市
実
現
後
の
区

制
に
適
用
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

   

西
川
町
・
潟
東
村
地
域
は
新
市
の
西
部
に
位
置
し
、
国
道
１
１
６

号
、
主
要
地
方
道
白
根
西
川
巻
線
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線
を
中
心
と
す
る
地

域
で
あ
り
、
ま
た
、
高
速
自
動
車
道
の
巻
・
潟
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
高
速
交
通
網
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
の
利
便
性
が
高
く
、
今
ま
で
以
上
に
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

利
便
性
の
高
い
交
通
網
を
活
か
し
、
工
業
団
地
の
形
成
を
図
る
と

と
も
に
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

ま
た
、
自
然
災
害
が
少
な
い
こ
と
及
び
交
通
の
利
便
性
か
ら
、
近

年
新
潟
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
数
多
く
の
住
宅
団
地
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し
た
居
住
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。 

越
後
平
野
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
優
良
農
地
の
保
全
及

び
稲
作
経
営
等
の
安
定
健
全
化
を
進
め
ま
す
。 

 ① 

新
市
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、
新
市
の
情
報
を
発
信
す
る
役
割
を

担
い
、
ま
た
、
国
道
１
１
６
号
な
ど
国
県
道
の
整
備
を
促
進
し
、

都
心
へ
の
通
勤
・
通
学
等
の
た
め
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
交
通
網
の

役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
都
心
に
向
け
た
主
要
交
通
網
沿
線
の
市

街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。 

※
当
町
か
ら
新
潟
市
へ
通
勤
・
通
学
等
を
さ
れ
て
い
る
住
民
が
多
い

こ
と
か
ら
、
交
通
網
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
赤
塚
や
内
野
等

の
旧
西
蒲
原
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。 

 
② 
日
本
一
の
水
田
面
積
を
誇
る
新
市
と
し
て
、
越
の
か
が
や
き
米
の 

第5回新潟地域合併問題協議会において、会長（新潟市長）から、次のような
「新潟広域合併—政令指定都市の目指す方向と基本理念」が示されました。

この理念に基づいて、今後、旧市町村単位のまちづくりや支所の機能、政令
指定都市移行後の区単位の機能等について協議していきます。

○合併効果を最大限に発揮するために政令指定都市を目指し、
　12市町村が大同団結型で合併する。

・日本海側初の政令指定都市を実現するための合併であることを明確に掲げ、

政令指定都市の早期実現を国に求める。 

・政令指定都市実現までの過渡期は、支所などの機能を十分活用するとともに、

地域特性に応じて、旧市町村の独自施策を継続する。 

・政令指定都市の実現が固まった段階で、合併建設計画は区単位に発展的に見

直す。 

・政令指定都市の特長を十分活用し、地域の活力と自治を進展させる。 

○合併—政令指定都市を実現することで以下の目的達成を図る。 

・分権時代を切り拓き、市民自治を充実させる。 

・行財政改革を進めるとともに、国に対して税財源の移譲を求め、効率的な市

政運営により市民サービスを向上させる。 

・地域の将来像を明確にし、市民と協働のまちづくりを推進する。 

・雇用の場を生み、地域を活性化することで新潟県・近隣地域に貢献する。 

・対岸を含む日本海地域に、環境や持続的開発、平和共生などの分野で積極的

に提言・行動し、北東アジアの将来に貢献する。 
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ほ
か
、
新
潟
そ
ら
豆
や
枝
豆
等
を
中
心
と
し
た
総
合
食
料
供
給
基

地
と
し
て
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。 

※
当
地
域
は
恵
ま
れ
た
田
園
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
越

の
か
が
や
き
米
等
の
ブ
ラ
ン
ド
米
を
は
じ
め
、
そ
ら
豆
や
枝
豆
等
、

当
地
域
の
農
産
物
を
新
市
に
供
給
す
る
役
割
を
担
う
と
い
う
も
の

で
す
。 

 

③ 

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、

交
通
網
の
整
備
を
行
い
、
工
業
団
地
の
進
出
を
図
り
、
物
流
基
地

と
し
て
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。 

※
当
町
は
旗
屋
工
業
団
地
と
升
岡
工
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。
升
岡
工

業
団
地
に
つ
い
て
は
、
住
民
意
向
調
査
に
お
い
て
、
雇
用
の
場
を

確
保
し
て
欲
し
い
と
い
う
多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

交
通
網
を
整
備
し
、
升
岡
工
業
団
地
の
拡
張
を
行
い
、
優
良
企
業

の
誘
致
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

④ 

交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
の
施
策
を
実

施
す
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
及
び
Ｊ
Ｒ
越
後
線
の

越
後
曽
根
駅
周
辺
の
大
駐
車
場
の
整
備
、
ま
た
、
越
後
曽
根
駅
ま

で
の
ダ
イ
ヤ
改
正
、
複
線
化
を
要
望
し
、
電
車
の
増
便
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
新
市
の
都
心
へ
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま

す
。 

※
内
野
駅
発
着
の
電
車
を
越
後
曽
根
駅
ま
で
延
長
す
る
よ
う
要
望
す

る
と
と
も
に
、
越
後
曽
根
駅
周
辺
に
大
駐
車
場
を
整
備
し
、
電
車

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、交
通
渋
滞
緩
和
を
目
指
す
も
の
で

す
。 

 

⑤ 

福
祉
施
設
及
び
そ
の
関
連
施
設
を
活
用
し
、
ま
た
、
更
な
る
福
祉

関
連
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
保
健
・
福
祉
分
野
の
サ
ー

ビ
ス
強
化
を
進
め
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
福
祉
ゾ
ー
ン

と
し
て
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。 

※
福
祉
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
福
祉
関
連
施
設
を
整
備
し
、

保
健
・
福
祉
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

保
健
福
祉
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
進
出
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。 

 

⑥ 

自
然
災
害
の
少
な
い
特
徴
を
生
か
し
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
良

好
な
住
環
境
の
整
備
を
進
め
、
よ
り
良
い
居
住
環
境
を
提
供
す
る

地
域
と
し
て
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。 

※
良
好
な
居
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
雨
水
対
策
等
の
施
策
を
実

施
し
、
新
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。

○目指す新潟政令指定都市は任意協議会決
　議を尊重し、分権型政令指定都市とする。
・区単位の特長を踏まえた自治を重視し区政機能を十
分に活用することで、「都市内分権」の実現を図る。 
・分権時代に対応した政令指定都市の姿について積極
的に提言し、区制など政令指定都市機能のさらなる
充実を図る。 
・小中学校区単位などのコミュニティを重視し、市民
自治の充実を図る。 
・地域で育んできた優れた伝統や、個性ある地域文化
を尊重し、一層の発展を図る。 
・地域それぞれの「まちなか」を重視し、政令指定都
市全域に配慮したまちづくりを進める。 
 
 
○住民に広く公開し、住民の理解を得られ
　るように努める。

各種事務事業について
　各種事務事業については、227事業のうち皆さんに密
接に関係のある176事業について、合併した場合にどう
調整するかという事を協議・決定しました。 
　個々の事業の決定内容については、2月10日号及び３
月10日号広報に掲載したとおりですが、決定した事業
で住民サービスの水準が上がるのか、下がるのかをお
知らせします。 
 
決定した176事業中 
　・サービス水準が上がる事業　　 111事業（63.1％） 
　・サービス水準が下がる事業　 　 11事業（ 6.2％） 
　・サービス水準は同じである事業  35事業（19.9％） 
　・単純に比較できない事業　　　  19事業（10.8％） 
※なお、その他51事業については、それぞれの市町
村の個性や文化等に係る事業であることから、合
併の目指す方向や理念を生かす形で、今後調整が
図られることになります。 

 
 

新潟地域合併建設計画（新にいがたまちづ
くり計画）の総論について
 合併建設計画については、第5回協議会で総論が決定さ
れました。「西川町・潟東村地域の役割」についてお知
らせします。 
 
※なお、建設計画の総論については、協議会で出され
た意見や今後策定する「まちづくり計画（各論）」との
整合性を図ることから、内容が修正される場合があり
ます。 



福祉会館

矢島団地

矢島神明宮

槇島団地

川崎団地

下　組

升潟小学校前

大　潟

JA西川升潟支所

浦　村

大　関

升　岡

新川橋

貝　柄
下新川

上新川

三ツ屋

中　村

中　作

上　組

東　町

桑　山善光寺
九番町六番町新四番町

二番町

役　場

八番町
四番町

曽根駅

川　崎

中　島

新栄町 平　野

槇　島

下　山
天竺堂

真　田

西汰上

下山公会堂

学校町西川荘

矢　島

藤見町

美　里

至巻町

→
至新潟

←

西　川

新　川

１１６

１１６

だ い ろ 号（升潟コース）

あじさい号（鎧郷コース）

町
で
は
、
高
齢
者
の
通
院
、
買
物
、
公
共
機
関
及
び
公
共
施
設
等
へ

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
町
内
巡
回
バ
ス
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
は
、
鎧
郷
コ
ー
ス
の
あ
じ
さ
い
号
と
升
潟
コ
ー
ス
の
だ
い
ろ
号

の
2
台
で
す
。

公
共
施
設
等
を
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
、﹁
無
料
﹂
で
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
5
月
か
ら
運
行
時
刻
を
変
更
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
4
月
25
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
商
工
振
興
係
　

内
線
　

2
2
2

運行回数等
・毎週月曜日、火曜日、木曜日、土曜日
・1日の運行回数は午前中1往復、午後1
往復の計2往復運行

・町内巡回バス停留所で乗り降りします。

10
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＊交通状況や天候等により、遅れる場合がありますのでご了承ください。

農作物被害防止を図るため、鉄
砲による有害鳥獣（カラスやドバト
など）の駆除を実施します。

実　施　日
４月13日（日）、20日（日）、27日（日）
実 施 時 間
午前６時から午前８時まで
実 施 区 域
西川町全域
問い合わせ
農政課　振興係　内線164

こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
が
、

農
作
業
中
や
田
畑
へ
の
行
き
帰
り
の

道
中
で
の
事
故
が
、
こ
の
時
期
大
変

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

路
肩
か
ら
の
転
落
や
、
ほ
場
へ
の

出
入
り
の
際
の
転
倒
事
故
に
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
次
の
点
に
注
意
し
、
農
作

業
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

・
作
業
前
に
は
農
業
機
械
の
点
検
整

備
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
機
械
の
点
検
・
調
整
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し

ょ
う
。
 

・
機
械
の
積
み
下
ろ
し
や
ほ
場
へ
の

出
入
り
の
際
は
、
転
倒
・
転
落
事

故
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
道
路
走
行
中
は
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
機
械
の
構
造
と
道
路
状
況

に
見
合
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
 

・
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
点
灯
し
、
ま

た
、
反
射
材
な
ど
を
装
着
し
て
他

の
車
か
ら
確
認
し
や
す
く
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

・
作
業
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。
無
理
は
禁
物
で
す
。
 

・
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
無
理
を
せ
ず
、
常
に
安
全
作

業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者

が
作
業
す
る
と
き
は
、
周
囲
の
人

が
声
を
か
け
合
う
な
ど
し
て
、
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

鎧郷コース あじさい号 升潟コース だいろ号

桑 山

善 光 寺

平 野

中 島

西 汰 上

真 田

天 竺 堂

槇 島

下 山

下山公会堂

川 崎

川 崎 団 地

新 栄 町

槇 島 団 地

矢 島 団 地

西 川 荘

学 校 町

曽 根 駅

四 番 町

六 番 町

福 祉 会 館

役 場

美 里

役 場

13：21

13：23

13：27

13：32

13：37

13：39

13：41

13：44

13：46

13：48

13：52

13：53

13：54

13：57

13：58

14：00

14：03

14：05

14：07

14：09

14：10

14：11

14：13

14：16

16：35

16：33

16：29

16：24

16：19

16：17

16：15

16：12

16：10

16：08

16：04

16：03

16：02

15：59

15：58

15：56

15：53

15：51

15：49

15：47

15：46

15：45

15：43

15：40

12：35

12：33

12：29

12：24

12：19

12：17

12：15

12：12

12：10

12：08

12：04

12：03

12：02

11：59

11：58

11：56

11：53

11：51

11：49

11：47

11：46

11：45

11：43

11：40

9：11

9：13

9：17

9：22

9：27

9：29

9：31

9：34

9：36

9：38

9：42

9：43

9：44

9：47

9：48

9：50

9：53

9：55

9：57

9：59

10：00

10：01

10：03

10：06

役 場
上 新 川
下 新 川
貝 柄
新 川 橋
升 岡
大 関
浦 村
JA西川升潟支所
大 潟
升潟小学校前
下 組
三 ツ 屋
中 村
中 作
上 組
東 町
九 番 町
八 番 町
六 番 町
新 四 番 町
二 番 町
藤 見 町
矢 島
矢島神明宮
西 川 荘
学 校 町
曽 根 駅
四 番 町
福 祉 会 館
役 場
美 里
役 場

12：50
12：58
13：02
13：09
13：11
13：14
13：16
13：17
13：19
13：21
13：23
13：24
13：25
13：26
13：27
13：28
13：32
13：33
13：34
13：35
13：36
13：37
13：39
13：41
13：43
13：45
13：48
13：50
13：52
13：55
13：56
13：58
14：01

16：41
16：33
16：29
16：22
16：20
16：17
16：15
16：14
16：12
16：10
16：08
16：07
16：06
16：05
16：04
16：03
15：59
15：58
15：57
15：56
15：55
15：54
15：52
15：50
15：48
15：46
15：43
15：41
15：39
15：36
15：35
15：33
15：30

12：41
13：33
12：29
12：22
12：20
12：17
12：15
12：14
12：12
12：10
12：08
12：07
12：06
12：05
12：04
12：03
11：59
11：58
11：57
11：56
11：55
11：54
11：52
11：50
11：48
11：46
11：43
11：41
11：39
11：36
11：35
11：33
11：30

8：40
8：48
8：52
8：59
9：01
9：04
9：06
9：07
9：09
9：11
9：13
9：14
9：15
9：16
9：17
9：18
9：22
9：23
9：24
9：25
9：26
9：27
9：29
9：31
9：33
9：35
9：38
9：40
9：42
9：45
9：46
9：48
9：51

停　留　所 1　便 2　便 3　便 4　便 停　留　所 1　便 2　便 3　便 4　便
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3月17日（月）に鎧郷小学校6年生
9名が特別養護老人ホーム「花見の里」
に車いすをプレゼントしました。
車いすは、文化祭のフリーマーケ

ットで得たお金で購入したものです。
「皆さんの気持ちを考え、大切に

使わせていただきます。」とお礼のあ
いさつがありました。

俳
句 

春
の
宵
酒
ほ
ろ
に
が
き
別
れ
あ
り 

農
を
継
ぐ
子
の
肩
広
し
水
温
む 

胸
中
に
種
火
そ
だ
て
つ
崖
椿 

春
雨
や
老
い
の
歩
遅
し
寺
参
り 

書
架
ひ
と
つ
廊
に
う
つ
し
て
雛
飾
る 

春
雨
や
濡
れ
て
隣
り
へ
回
覧
板 

け
ぶ
り
つ
つ
昏
れ
な
ず
む
里
春
の
雨 

春
雨
や
傘
ぐ
る
ぐ
る
と
下
校
の
子 

熱
気
球
大
空
に
舞
い
春
を
呼
ぶ 

池
の
水
ぬ
る
み
て
鯉
も
動
き
出
す 

春
雨
や
見
知
ら
ぬ
人
に
傘
さ
さ
れ 

小
糠
雨
止
ん
で
黄
砂
の
置
き
土
産 

水
ぬ
る
む
洗
車
す
る
手
に
つ
た
わ
っ
て 

田
や
畑
人
の
会
釈
や
水
温
む 

渡
辺
　
湖
生 

関
　
　
芙
美 

福
島
　
阿
支 

星
　
　
良
三 

森
　
　
　
武 

山
際
　
伝
市 

山
田
八
千
代 

吉
川
　
志
介 

渡
辺
　
紅
華 

市
橋
　
金
吾 

加
藤
　
静
江 

川
崎
　
　
實 

小
林
　
正
義 

笹
川
カ
ツ
ヨ 

娘
の
く
れ
し
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
花
赤
々
と

大
寒
の
部
屋
に
華
や
ぎ
て
咲
く 

 

夫
逝
き
て
三
十
二
回
の
命
日
を
息
子
の

手
紙
忘
れ
ず
届
く
　 

 

こ
の
脚
の
代
り
の
あ
れ
ば
と
思
ふ
ま
で

持
病
の
う
づ
き
昨
夜
は
眠
れ
ず
　 

 

春
空
を
引
き
裂
く
如
く
轟
か
せ
米
軍
機

飛
ぶ
沖
縄
の
基
地
　 

 

初
節
句
の
曽
孫
の
写
真
届
き
た
り
あ
か

ず
眺
む
る
日
に
幾
度
を
　 

 

庭
の
辺
に
積
め
る
は
春
の
白
雪
か
赤
き

椿
の
ふ
る
へ
ゆ
れ
ゐ
ぬ
　 

 

静
寂
な
蒲
原
平
野
の
人
気
な
く
麻
痺
思

と
歩
む
靴
音
の
み
に
　 

 

春
め
き
て
や
や
も
草
花
芽
吹
き
初
め
ひ

と
り
視
て
を
り
夕
昏
の
庭
　 

 

啓
蟄
の
季
節
と
な
り
て
春
め
け
ど
厚
き

コ
ー
ト
の
未
だ
脱
げ
ゑ
ず
　 

 

た
な
び
け
る
あ
し
た
の
雲
を
桃
色
に
染

め
て
春
の
陽
ゆ
る
り
と
昇
る
　 

 

朝
妻
　
シ
ン  

  

加
藤
ト
シ
子 

  

市
川
　
和
子  

  

水
野
　
シ
ヅ  

  

高
波
　
フ
サ  

  

大
野
　
友
子  

  

桜
　
み
な
よ 

  

松
島
え
り
か  

  

　
葉
　
　
香  

  

上
山
　
恵
子 

短
歌 

た
ね 

び 

ほ 

こ 



西
川
町
長
選
挙
は
、
4
月
22
日
に
告
示
さ
れ
、
4
月
27
日

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

問い合わせ

選挙管理委員会

　☎88−3111
　　　　　  （内線172）

「選挙のめいすいくん」
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投
票
で
き
る
方
︵
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
︶

 

・
昭
和
58
年
４
月
28
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。 

・
転
入
し
た
方
は
、
平
成
15
年
１
月

21
日
ま
で
に
西
川
町
に
転
入
届
を

し
て
、
投
票
日
現
在
も
引
き
続
き

住
所
を
有
し
て
い
る
方
。 

※
町
内
で
住
所
を
移
し
た
方
で
４
月

20
日
ま
で
に
転
居
届
を
し
た
方
は
、

現
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き

ま
す
が
、
４
月
21
日
以
降
に
転
居

届
を
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 

　
投
票
で
き
な
い
方 

 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
町
外
へ
転
出
し
た
方
や
、
法
律

に
よ
り
選
挙
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る

方
。 

 

　
不
在
者
投
票

 
投
票
日
に
仕
事
や
、
や
む
を
得
な

い
用
務
、
レ
ジ
ャ
ー
等
を
予
定
し
、

決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
投
票
が
で
き

な
い
方
は
、
事
前
に
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。 

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間 

・
４
月
22
日（
火
）か
ら
４
月
26
日（
土
）

ま
で
の
毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
ま
で
。 

○
不
在
者
投
票
の
場
所
と
手
続
き 

・
役
場
１
階
選
挙
事
務
室
で
受
け
付

け
ま
す
の
で
入
場
券
を
持
っ
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。 

・
病
気
、
ケ
ガ
等
で
入
院
中
の
方
は
、

そ
の
病
院
が
不
在
者
投
票
指
定
病

院
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
申
し
出
に

よ
り
病
院
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

 

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は
、

自
宅
で
投
票
の
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

　
代
理
投
票 

 

手
を
ケ
ガ
し
た
な
ど
の
理
由
で
字

を
書
け
な
い
方
は
代
理
投
票
が
で
き

ま
す
。 

代
理
投
票
を
希
望
す
る
方
は
、
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の

内
容
を
他
に
も
ら
す
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。 

 

　
入
場
券
を
無
く
し
た
時
な
ど

 

入
場
券
を
無
く
し
た
時
は
、
投
票

所
の
受
付
係
に
申
し
出
れ
ば
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を
無

く
し
た
か
ら
と
い
っ
て
投
票
を
棄
権

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
投
票
所 
 

　 

               

投
票
区

第
１
投
票
区

第
２
投
票
区

第
３
投
票
区

第
４
投
票
区

第
５
投
票
区

第
６
投
票
区

投 

票 

所

鎧
郷
小
学
校

西
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

西
川
町
役
場

曽
根
小
学
校

升
潟
小
学
校

貝
柄
地
区
集
会
所

　
開
　
票 

 

　
日
時
　
４
月
27
日（
日
） 

　
　
　
　
午
後
９
時
〜 

　
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 
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お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
み
ん
な
の
た
め
に
は
た
ら
い

た
り
し
て
く
れ
て
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。 

鎧
郷
小
学
校
４
年
　
平
野
　
弘
樹

夜
お
そ
く
帰
っ
て
来
る
お
父
さ
ん
。
夜
お
そ
く
ま
で
、
仕
事
を
が
ん
ば

っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
つ
か
れ
に
負
け
な
い
で
ね
。 

鎧
郷
小
学
校
４
年
　
宮
田
　
恵
理

天
国
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
い
つ
も
私
の
た
め
に
お
こ
っ
て
く
れ

た
り
、
笑
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
。 

鎧
郷
小
学
校
５
年
　
五
十
嵐
綾
子

や
ひ
こ
に
住
む
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
一
人
で
い
て
も
心
配
す
る
こ
と
は

な
い
よ
。
休
み
の
日
に
遊
び
に
行
く
か
ら
。 

鎧
郷
小
学
校
５
年
　
徳
永
祥
一
朗

お
母
さ
ん
は
い
つ
も
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
こ
ん
や
の
ご
は
ん

を
作
っ
て
る
。
赤
ち
ゃ
ん
も
見
て
る
か
ら
つ
ら
そ
う
だ
な
。 

鎧
郷
小
学
校
５
年
　
笠
井
　
貴
洋

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
、
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て
ね
。 

曽
根
小
学
校
４
年
　
大
橋
　
佳
菜

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

曽
根
小
学
校
４
年
　
磯
辺
真
之
介

お
母
さ
ん
、
い
つ
も
洗
た
く
や
ご
は
ん
な
ど
作
っ
て
く
れ
た
り
し
て

あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

曽
根
小
学
校
５
年
　
近
藤
　
拳
士

ね
え
ち
ゃ
ん
、
勉
強
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
ケ
ン

カ
と
か
沢
山
す
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
仲
良
く
し
て
ね
。 

曽
根
小
学
校
５
年
　
鎌
田
　
五
月

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
め
ん
ど
う
み
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
め
ん
ど
う
み
て
ね
。 

曽
根
小
学
校
５
年
　
佐
藤
　
靖
子

     

　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
幼
児
用
補
助
装
置
）

の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

対
象
者

　
西
川
町
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校

就
学
前
の
児
童
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
購
入
す
る
保
護
者
等
の

方
。 

助
成
額

 
 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の

２
分
の
１
を
助
成
。
（
助
成
額
の
上

限
は
１
万
円
で
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
と
な
り
ま
す
） 

申
請
方
法

　
次
の
書
類
等
を
持
参
の
う
え
、
総

務
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

①
購
入
さ
れ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
可
）

ま
た
は
請
求
書 

②
保
証
書
ま
た
は
製
造
元
・
品
名

等
が
確
認
で
き
る
書
類 

③
認
印 

④
銀
行
等
（
郵
便
局
は
不
可
）
の

口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

（
助
成
金
は
口
座
振
込
に
な
り

ま
す
） 

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
広
域
情
報
係 

内
線
2
1
3 

     

　
例
年
、
秋
に
行
っ
て
い
た
町
民
ハ

イ
キ
ン
グ
を
、
今
年
は
春
に
行
い
ま

す
。
行
き
先
は
松
之
山
町
の
美
人
林

で
す
。 

　
ご
家
族
で
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
５
月
18
日（
日
） 

　
　
　
　（
小
雨
決
行
） 

　
　
　
　
午
前
８
時
45
分 

　
　
　
　
福
祉
会
館
集
合 

　
　
　
　
午
前
９
時
　
出
発 

定
　
員
　
先
着
40
名（
小
学
生
以
上
） 

参
加
料
　
１
名
　
５
０
０
円 

　
　
　
　（
傷
害
保
険
料
等
） 

申
込
期
限
　
４
月
30
日（
水
） 

そ
の
他
　 

・
天
候
に
よ
っ
て
は
雨
具
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

・
昼
食
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
（
昼
食
時
に
は
と
ん
汁
を
用

意
し
ま
す
。
） 

問
い
合
わ
せ 

　
公
民
館
☎
88
―
２
３
３
４ 

                

　
平
成
15
年
度
の
町
民
税
課
税
状
況

が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、
前
年
度
の

保
険
料
段
階
に
応
じ
て
保
険
料
を
徴

収
し
ま
す
。 

○
普
通
徴
収
︵
現
金
納
付
、
口
座
振

替
等
に
よ
り
納
め
る
︶
の
人

　
前
年
度
の
保
険
料
の
段
階
を
基
に

4
月
か
ら
6
月
の
間
の
保
険
料
を
徴

収
し
ま
す
。
町
民
税
の
世
帯
の
課
税

状
況
に
応
じ
て
、
7
月
に
平
成
15
年

度
本
算
定
を
行
い
、
以
後
の
納
期
で

過
不
足
を
調
整
し
ま
す
。 

○
特
別
徴
収
︵
年
金
か
ら
の
天
引
き

に
よ
り
納
め
る
︶
の
人

　
前
年
度
に
通
知
済
の
額
が
4
月
・

6
月
・
8
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。 

　
平
成
15
年
度
本
算
定
後
の
過
不
足

額
は
、
10
月
・
12
月
・
2
月
の
徴
収

額
で
調
整
し
ま
す
。 

　
当
町
に
お
い
て
は
、
町
民
の
5
人 
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お
母
さ
ん
、
ミ
ニ
バ
ス
の
む
か
え
に
来
た
と
き
、「
妹
も
見
て
る
け
ど
、

航
太
も
見
て
る
よ
。」
と
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
よ
。 

升
潟
小
学
校
４
年
　
富
樫
　
航
太

お
か
あ
さ
ん
、
わ
た
し
が
こ
ま
っ
て
い
る
と
き
に
助
け
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
今
度
は
、
わ
た
し
が
助
け
る
よ
。 

升
潟
小
学
校
４
年
　
藍
木
　
成
美

ぼ
く
を
「
樹
」
を
つ
け
な
い
で
よ
ぶ
父
さ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
に
行
っ
て
ば

か
り
だ
ね
。
い
つ
か
は
二
人
で
ど
こ
か
に
行
こ
う
ね
。 

升
潟
小
学
校
５
年
　
田
村
　
勇
樹

天
国
の
お
じ
い
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
一
家
は
と
て
も
元
気
で
す
。
お
じ

い
さ
ん
に
こ
の
し
あ
わ
せ
を
と
ど
け
ま
す
。
お
元
気
で
。 

升
潟
小
学
校
５
年
　
内
山
も
も
こ

い
つ
も
仕
事
が
大
変
な
の
に
た
ま
に
ゲ
ー
ム
を
買
い
に
連
れ
て
っ
て

く
れ
る
お
父
さ
ん
。
給
料
を
出
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。 

升
潟
小
学
校
５
年
　
木
村
　
拓
也

一
番
み
ぢ
か
に
い
る
お
母
さ
ん
。
あ
た
り
ま
え
に
い
る
と
思
う
け
ど
、

こ
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
ね
。 

西
川
中
学
校
１
年
　
畠
山
和
佳
子

キ
ズ
だ
ら
け
の
お
父
さ
ん
へ
、
い
つ
も
手
が
キ
ズ
だ
ら
け
で
も
グ
チ

一
つ
こ
ぼ
さ
ず
働
く
お
父
さ
ん
へ
あ
り
が
と
う
。 

西
川
中
学
校
１
年
　
土
田
　
明
人

お
父
さ
ん
に
は
反
抗
し
て
ば
っ
か
り
で
す
み
ま
せ
ん
。
い
つ
も
仕
事

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。
こ
ん
ど
お
酒
を
つ
ぎ
ま
す
よ
。 

西
川
中
学
校
２
年
　
傳
川
　
光
留

い
つ
も
仕
事
で
お
そ
く
ま
で
働
い
て
い
る
お
父
さ
ん
。
寒
さ
や
暑
さ

に
負
け
ず
に
ケ
ガ
や
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
で
元
気
で
い
て
ね
。 

西
川
中
学
校
２
年
　
藤
田
　
　
淳

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
も
し
ゃ
べ
り
相
手
に
な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
あ
ゆ
み
は
本
当
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
大
好
き
で
す
。 

西
川
中
学
校
２
年
　
中
村
あ
ゆ
み

　
こ
の
手
紙
は
、
平
成
14
年
度
に
西
川
町
青
少
年
問
題
協
議
会
が
募

っ
た
「
短
い
手
紙
」
の
作
品
で
す
。
な
お
、
学
校
・
学
年
は
、
応
募
当
時

の
も
の
で
す
。 

    

　
点
字
を
全
く
知
ら
な
い
方
を
対
象

に
、
テ
キ
ス
ト
に
そ
っ
て
点
字
を
マ

ス
タ
ー
で
き
る
通
信
講
座
で
す
。 

期
　
間
　
教
材
が
届
い
て
か
ら
1
年
間 

（
期
間
中
何
回
で
も
添
削

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
送
料
は
無
料
で
す
。） 

費
　
用
　
１
２
，８
０
０
円
（
点
字

指
導
料
、
及
び
テ
キ
ス
ト

代
等
） 

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
「
通
信
講
座

希
望
」
と
書
き
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ 

　
市
川
点
字
図
書
館 

　
☎
０
３
―
５
４
３
９
―
６
７
７
２ 

　
〒
１
０
８
―
０
０
１
４ 

　
東
京
都
港
区
芝
4
―
7
―
6
 

　
尾
家
ビ
ル
１
階 

      

★
新
展
示﹁
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ 

テ
ィ
ー
劇

場
﹂

○
バ
ー
チ
ャ
ル
・
デ
ィ
ノ
・
ワ
ー
ル
ド

　
8
千
万
年
前
の
恐
竜
た
ち
の
世
界

を
大
冒
険
！
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
で
描
か
れ
た
立
体
映
像
と

立
体
音
響
の
迫
力
、
そ
し
て
1
5
0

イ
ン
チ
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
飛
び

出
す
恐
竜
た
ち
を
体
験
で
き
ま
す
。 

○
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
実
演

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

に
欠
か
せ
な
い
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ

チ
ャ
ー
技
術
を
体
験
で
き
ま
す
。
ほ

か
に
も
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
の
し
く
み
を
紹
介
す
る
楽
し
い
展

示
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ

　
新
潟
県
立
自
然
科
学
館 

　
☎
０
２
５
―
２
８
３
―
３
３
３
１ 

   

　
食
生
活
、
運
動
、
休
養
等
の
健
康

づ
く
り
の
基
本
を
学
ぶ
た
め
の
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
月
1
回
で
計
8
回

あ
り
ま
す
。
受
講
後
は
、
西
川
町
食

生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

申
込
締
切
　
4
月
30
日（
水
） 

問
い
合
わ
せ

　
保
健
福
祉
課
保
健
衛
生
係 

子育てテレホンサービス
☎88ー5560

今回の期間と内容は次のとおりです。
24時間いつでもご利用いただけます。

問い合わせ　曽根保育園（☎88—2112）

期　間

3月31日〜4月13日

4月14日〜4月27日

内　容

子どもと遊びについて考える

我慢する心の育て方

・
世
帯
全
員
が
町
住
民

税
非
課
税
で
老
齢
福

祉
年
金
受
給
者 

・
生
活
保
護
受
給
者 

 

2
2,
5
0
0
円 

（
基
準
額
×
0.5
） 

 

第
1
段
階 

世
帯
全
員
が
町
民
税

非
課
税 

3
3,
7
0
0
円 

（
基
準
額
×
0.75
） 

第
2
段
階 

町
民
税
課
税
世
帯
で
本

人
は
町
民
税
非
課
税 

4
4,
9
0
0
円 

（
基
準
額
） 

第
3
段
階 

本
人
が
町
民
税
課
税

で
合
計
所
得
金
額

2
0
0
万
円
未
満 

5
6,
1
0
0
円 

（
基
準
額
×
1.25
） 

 

第
4
段
階 

本
人
が
町
民
税
課
税

で
合
計
所
得
金
額

2
0
0
万
円
以
上 

6
7,
4
0
0
円 

（
基
準
額
×
1.5
） 

 

第
5
段
階 

︵
年
額
︶

に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
寝
た
き
り
等
の
高
齢
者
も
増
加
し

て
お
り
、
介
護
保
険
の
給
付
額
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
今

後
3
年
間
の
西
川
町
の
介
護
保
険
料

も
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
15
年
度
か
ら
3
年
間
の
介
護

保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。 
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平成9年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

平成9年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

平成9年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

　
国
民
皆
保
険
制
度
に
よ
り
、
健
康
保
険
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
場
の
健
康
保

険
︵
社
会
保
険
等
︶
と
国
民
健
康
保
険
が
あ
り
、
こ
の
ど
ち
ら
か
の
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
制
度
は
、
突
然
や
っ
て
来
る
病
気
や
け
が
に
備
え
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
制
度
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
状

況
、
被
保
険
者
数
の
推
移
を
、
年
度
ご
と
に
グ
ラ
フ
に
表
す
と
別
表
Ⅰ
、
別
表
Ⅱ
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

重複受診はやめましょう
医療機関が変わるたびに検査や処置などが
やり直しになります。

　　　　　家庭医を持ちましょう
　　　　　病歴や体質などを把握してくれているので、
　　　　　治療の効果が上がります。

健康診断を受けましょう
病気の早期発見・早期治療につながります。

　　　　　診療時間内に受診しましょう
　　　　　急病など特別な場合のほかは、時間外や休日
　　　　　の受診は避けましょう。

日常の健康管理に気をつけましょう
まずは病気をよせつけない健康な体づくりを
こころがけましょう。

総合検診の様子

表Ⅰ

表Ⅱ

西川町平成１３年度の一人当たりの医療費２６万６千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （老人５７万４千円）

一人当たり平均国保税（一般・退職） （平成１３年度郡内町村平均  ７万円）

西川町　年度（平均）別被保険者数の推移

郡内町村平均　28万7千円
（郡内町村平均　58万9千円）

一　般
退職者医療被用者年金の受給者（老人保険以外）
老人保険（７０歳以上と６５歳以上の障害者の一部）
平　均

80

60

40

20

0

７
６
５

０

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

万円

万円

６万６千円 ６万８千円 ７万１千円 ７万３千円 ７万２千円

１６万
５千円

３０７

１,０６０

２,６０９

３,９７６

３２５

１,１１４

２,６２１

４,０６０

３５７

１,１９１

２,６２６

４,１７４

３７１

１,２３０

２,６２８

４,２２９

３９５

１,２８３

２,５９９

４,２７７

５９万
１千円

２８万円
２８万
７千円

１７万
３千円

５７万
８千円

２８万
３千円

３５万
３千円

２８万円
２２万
１千円

２９万
３千円

１７万
４千円

６４万
９千円

３２万
５千円

１２万
７千円

５６万
５千円

２６万
８千円

１２万
２千円

５７万
４千円

２６万
６千円

人

全　　体

一　　般

老人（国保）

退　　職



①
　
加
入
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
高

齢
者
の
占
め
る
割
合
が
年
々
高
ま

っ
て
い
る
た
め
。 

②
　
生
活
習
慣
病（
成
人
病
）な
ど
、

長
期
に
わ
た
り
治
療
を
必
要
と
す

る
病
気
が
増
え
て
い
る
た
め
。 

③
　
医
療
技
術
や
治
療
の
方
法
が
進

歩
し
た
こ
と
に
伴
う
医
療
の
高
度

化
に
よ
り
、
治
療
費
が
高
額
と
な

っ
て
い
る
た
め
。 

　
特
に
高
齢
者
の
老
人
医
療
費
が
年
々

多
額
と
な
り
、
国
保
財
政
を
ひ
っ
迫

す
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
保
険
税
を
引
き

上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

国
保
税
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
気
を
付
け
る

こ
と
が
大
事
で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
、

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
を
納

め
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。 

　
国
保
税
は
、
国
な
ど
の
負
担
金
等

と
合
わ
せ
て
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費

を
は
じ
め
、
出
産
育
児
一
時
金
、
葬

祭
費
な
ど
の
給
付
費
に
充
て
ら
れ
ま

す
。 

　
ま
た
、
被
保
険
者
の
う
ち
40
歳
以

上
65
歳
未
満
の
人
（
介
護
保
険
第
２

号
被
保
険
者
）
は
、
医
療
保
険
分
に

介
護
保
険
分
を
加
え
た
額
が
国
保
税

と
し
て
課
税
に
な
り
ま
す
。 

国
保
税
は
年
間
12
回
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
　 

　
国
保
税
の
所
得
割
を
計
算
す
る
た

め
の
所
得
額
は
、
町
県
民
税
額
が
決

定
す
る
６
月
に
な
ら
な
い
と
算
出
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
第
１
期
〜

第
３
期
分
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の

国
保
税
額
の
12
分
の
３
を
そ
れ
ぞ
れ

に
振
り
分
け
て
課
税
し
ま
す
。 

　
７
月
中
旬
に
１
年
間
の
国
保
税
が

決
定
し
た
後
、
年
間
の
税
額
か
ら
第

１
期
〜
第
３
期
分
を
差
し
引
き
、
第

４
期
〜
第
12
期
に
振
り
分
け
て
課
税

し
ま
す
。 

　
職
場
の
健
康
保
険
の
手
続
き
は
会

社
等
が
し
て
く
れ
ま
す
が
、
国
保
の

場
合
は
各
自
が
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
職
場
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
等
）

に
加
入
し
た
り
、
退
職
等
で
脱
退
し

た
と
き
は
、
役
場
の
住
民
課
国
民
健

康
保
険
係
に
届
け
る
と
と
も
に
、
受

診
医
療
機
関
に
も
、
必
ず
そ
の
旨
を

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

●納税する税目
　国民健康保険税（第1期分）
　介護保険料（第1期分）

●納期限
　　4月30日（水）
　・納期限までに忘れずに

納税しましょう。

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関へ納め
てください。

・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。
・口座振替日は４月30日（水）です。振替できなかった方の
再振替日は、郵便局の方５月12日（月）、その他の金融機関
の方は、５月15日（木）となっています。

・口座振替のおすすめ
　納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。
　手続きは、金融機関の窓口で行ってください。

◆問い合わせ　　住民課国民健康保険係　内線131・134

納 　 期 納 　 期 　 限

第 １ 期
第 ２ 期
第 ３ 期
第 ４ 期
第 ５ 期
第 ６ 期
第 ７ 期
第 ８ 期
第 ９ 期
第　１０　期
第　１１　期
第　１２　期

4月30日
6月 2日
6月30日
7月31日
9月 1日
9月30日

10月31日
12月 1日
12月25日

平成16年　2月 2日
3月 1日
3月31日

必ず14日以内に届けましょう

こんなとき 手続きに必要なもの
他の市区町村から転入
してきたとき

他の市区町村の転出
証明書、印かん

職場の健康保険をやめ
たとき

職場の健康保険をや
めた証明書、印かん

生活保護を受けなくな
ったとき

保護廃止通知書、
印かん

子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手
帳、印かん

他の市区町村に転出す
るとき

保険証、印かん

職場の健康保険に加入
したとき

国保と職場の両方の
保険証、印かん

生活保護を受けるとき 保険証、保護開始通
知書、印かん

加入者が死亡したとき 保険証、死亡を証明
するもの、印かん

市区町村内で住所が変
わったとき

保険証、印かん世帯主が変わったとき

世帯がわかれたり、一緒
になったとき
退職者医療制度の対象
になったとき

保険証、年金証書、
印かん

保険証をなくしたとき 窓口にて再交付を
申請、印かん

出稼ぎや、長期の旅行、修学の
ため、別の住所を定めるとき

保険証、在学証明書、
印かん

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

そ
　
　
の
　
　
他

平成15年度
国民健康保険税の納期限
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低所得
90日まで
の入院　

90日を
超える入院
（過去12か月の入院日数）

1か月の自己負担限度額

一定以上の
所得がある方 40,200円

12,000円

8,000円

72,300円+医療費が361,500円を
超えた場合は、超えた分の1％を加算
※過去12か月間に4回以上Ｂの限度額を超えた分の支
　給があった場合、4回目以降は40,200円

40,200円

24,600円

15,000円

一般

低所得者
住民税
非課税
世帯等

｝ （ ） 

外来Ａ（個人単位）
自己負担限度額Ｂ

外来+入院（世帯単位）

入院時の食事代の標準負担額（1日）

・一定以上の所得がある方
・一般

780円

650円

500円

300円低所得

1,000,000
900,000
800,000
700,000
600,000
500,000
400,000
300,000
200,000
100,000

0

医療費（千円）

（平成9年度）（平成10年度）（平成11年度）（平成12年度）（平成13年度）

1,000,000
900,000
800,000
700,000
600,000
500,000
400,000
300,000
200,000
100,000

0

医療費（円）
1,950
1,900
1,850
1,800
1,750
1,700
1,650
1,600
1,550
1,000

0

対象者数（人）

（平成9年度）（平成10年度）（平成11年度）（平成12年度）（平成13年度）

西川町が支払った老人医療費総額の推移

老人医療年間平均対象者数と一人当たり医療費の推移
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○
受
診
の
際
は 

「
健
康
保
険
証
」
、「
医
療
受
給
者

証
」
、「
健
康
手
帳
」
を
医
療
機
関
の

窓
口
に
出
し
て
、
一
部
負
担
金
の
１

割
（
一
定
所
得
者
２
割
）
を
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 

○
医
療
費
の
限
度
額 

一
部
負
担
金
の
支
払
い
額
が
一
か

月
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
超
え
た
額
を
高
額
医
療
費
と

し
て
払
い
戻
し
ま
す
。 

な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
書
と
と

も
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
の
で
手
続

き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
一
度
申
請
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
再
度
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
（
申
請
時
の
内
容
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
再
申
請
が
必
要
） 

※
入
院
し
た
時
の
食
事
代
は
別
途
負

担
で
す
。 

         

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
方
は
、

標
準
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
際
、
「
一
部
負
担
金
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
入
院
が
90
日
を
超
え
た
場

合
は
、
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
の
で

再
度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
訪
問
看
護
に
支
払
う

　
　
　
　
　
　
　
一
部
負
担
金 

 

訪
問
看
護
に
要
す
る
費
用
の
１
割

（
一
定
所
得
者
２
割
）
と
な
り
ま
す
。 

○
あ
と
で
費
用
が

　
　
　
　
支
給
さ
れ
る
場
合 

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
年
齢
が
変
わ
り
ま
し
た
。

誕
生
日
が
昭
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
方
は
70
歳
以
上
か

ら
、
昭
和
７
年
10
月
１
日
以
降
の
方
は
75
歳
以
上
か
ら
老
人

保
健
制
度
で
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
65

歳
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
す
べ
て
の
医
療
保
険
︵
国
保
・
健
康
保
険

組
合
な
ど
︶
が
、
公
平
に
お
金
を
出
し
合
い
、
国
な
ど
の
補

助
金
と
合
わ
せ
て
高
齢
者
の
医
療
費
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は

　
　
示
談
の
前
に
必
ず
届
出
を 

 

　
交
通
事
故
の
よ
う
に
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ

た
場
合
、
老
人
保
健
で
医
療
費
を
一

時
立
替
え
、
あ
と
で
被
害
者
の
方
に

か
わ
っ
て
、
町
が
加
害
者
に
請
求
し

ま
す
。 

１
　
警
察
に
届
け
出
て
「
事
故
証
明

書
」
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。 

２
　
「
事
故
証
明
書
」
「
印
か
ん
」

「
保
険
証
」
を
も
っ
て
住
民
課
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

住民課国民健康保険係

内線131・134

問い合わせ

1.　緊急で、健康保険を取り扱っていない病院へ行ったとき
2.　旅行中などで、健康手帳と保険証を持っていなかったとき
　※この場合は、やむを得ない事情があったと町長が認めた場合に
　　限られる。

3.　骨折・脱臼などで、柔道整復師の施術を受けたとき

4.　あんま・はり・灸をうけたとき
　※保険医の同意を得て治療を受けた場合に認められる。

5.　コルセットなどの医療用具を購入したとき

6.　歩けない状態の入院や転院で、運賃がかかったとき
　※事前に（やむを得ない場合は事後でも）町長の承認が必要。

909,166千円

612,233円
586,180円 567,072円

611,009円
571,962円

1,485人
1,551人

1,630人

1,703人

1,827人

924,328千円
1,040,550千円 986,055千円 1,044,976千円



　４月１日付で次のとおり人事異動を行
いました。　　　 （　）は旧課・旧職名 
総務課 
　課長　高橋　良明（議会事務局長） 
　財政係長兼庶務係長 
　　　　中村　和之（保健福祉課高齢者対策係長） 
　主事　真島　　洋（企画課主事） 
企画課
　課長兼商工振興係長事務取扱 
　　　　児玉　　登（企画課長） 
　主任　内藤　晃子（企画課主事） 
　主事　灰野　貴志（総務課主事） 
税務課
　参事兼徴収係長 
　　　　斎藤　幸英（住民課参事兼年金係長） 
住民課 
　課長兼年金係長事務取扱 
　　　　中山　一男（住民課長） 
保健福祉課 
　高齢者対策係長 
　　　　笹川　義博（出納室係長） 
　主任保健師 
　　　　山上　明美（保健福祉課保健師） 
出納室 
　室長　榎並　　稔（税務課参事兼徴収係長） 
議会事務局 
　局長　赤川　弘毅（社会教育課長） 
学校教育課 
　課長　渡辺十九春（学校教育課長兼学校給食共同調理長） 
社会教育課
　課長　吉崎　熊勝（総務課財政係長兼庶務係長） 
学校給食共同調理場
　場長　堀内　　希（企画課商工振興係長） 
退職　　田村　直光（総務課長） 
　　　　吉川　テエ（学校給食共同調理場参事兼係長） 
　　　　高橋　保子（保健福祉課副参事） 

西川消防署 
参事兼危険物係長（消防司令） 
　　　遠藤　一栄（巻・消防司令） 
危険物係（消防司令） 
　　　樋浦　丈男（西川・消防司令補） 
庶務係（消防司令補） 
　　　八百板文男（巻・消防司令補） 
危険物係（消防司令補） 
　　　八百板　誠（西川・消防士長） 
予防係（消防副士長） 
　　　堀野　浩志（巻・消防副士長） 
予防係（消防士） 
　　　笠原　聡志（巻・消防士） 
警防係（消防副士長） 
　　　高橋　泰弘（巻・消防副士長） 

巻消防署へ 
参事兼危険物係長事務取扱（消防司令）
　　　佐藤　　孝（参事兼危険物係長） 
予防課危険物係（消防司令補）　　　　
　　　吉田三千雄（危険物係） 
警防課警防係（消防副士長）　　　　　
　　　岡崎　耕一（庶務係） 
警防課施設係（消防士長）　　　　　　
　　　倉部　　浩（予防係） 

潟東消防署へ 
警防係（消防司令補）　　　　　　　　
　　　大谷　賢一（警防係） 

鎧郷小学校
教頭　伊藤　啓一 

（栃尾市　上塩小学校） 
教諭　菅田　佳枝 

（長岡市　長岡市立養護） 
教諭　島津眞智子 

（巻町　松野尾小学校） 
教諭　阿部　和代 

（西川町　曽根小学校） 
教諭　信田美智子 

（燕市　燕南小学校） 
教諭　金子　啓子 

（燕市　小池小学校） 
 

曽根小学校 
校長　五十嵐幹郎 

（燕市　燕市教育委員会） 
教諭　川島　昭子 

（味方村　味方小学校） 

升潟小学校
教頭　高橋　克彦 

（巻町　越前小学校） 
教諭　中村　一彦 

（上越市　春日小学校） 
教諭　横山由美子 

（巻町　漆山小学校） 
教諭　永井　仁司 

（三川村　谷花小学校） 
主査　石川美枝子 

（燕市　小池小学校） 

西川中学校 
教諭　星野　由実 

（吉田町　吉田中学校） 
教諭　登石　明彦 

（吉田町　吉田中学校） 
教諭　中田　　勝 

（月潟村　月潟中学校） 
教諭　田邊　　文 

（潟東村　潟東中学校） 
養護　阿部　登美 
教諭　（新潟市　小新中学校） 

鎧郷小学校
教頭　中野　　晃 

（定年退職） 
教諭　相坂　　恵 

（分水町　分水小学校） 
教諭　万年　道子 

（新潟市　山潟小学校） 
教諭　古谷　美智子 

（新潟市　鏡淵小学校） 
 

曽根小学校 
校長　幸田　赳夫 

（定年退職） 
教諭　小竹　未散 

（新潟市　豊照小学校） 
教諭　渡辺　綾子 

（新潟市　竹尾小学校） 
教諭　阿部　和代 

（西川町　鎧郷小学校） 

升潟小学校
教頭　本間みつ子 

（山北町　八幡小学校） 
教頭　佐藤　　久 

（中之口村　中之口西小学校） 
教諭　青木　英康 

（白根市　臼井小学校） 
教諭　石塚　秀司 

（豊浦町　中浦小学校） 
主任　中戸由紀子 

（新潟市　笹口小学校） 

西川中学校 
教諭　袖山　　司 

（岩室村　岩室中学校） 
教諭　乙川　尚史 

（吉田町　吉田中学校） 
教諭　星　　恵子 

（弥彦村　弥彦中学校） 
教諭　小田　節子 

（新潟市　関屋中学校） 
養護　古山　成子 
教諭　（燕市　燕北小学校） 

住民課窓口からのお知らせ

19

転　任転　任

新　任新　任
（　）は前任校及び転任校 

　毎月第4水曜日に住民票等交付窓口を
午後7時まで延長しています。
　（4月は23日です。）
取扱業務は、
戸籍謄・抄本／住民票／印鑑登録／印鑑
証明／年金現況証明です。
　どうぞご利用ください。
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うぶごえ

おくやみ
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町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、
戸籍窓口で届出の際にお申し出ください。

　小池　遼人く　ん
（２歳）

　　　　真央ちゃん
（３か月）

▲

妹ができて、お兄ち
ゃんになった遼人は
2歳3か月。ちょっぴ
り甘えん坊の時もあ
るけれど、妹をとても
かわいがり、お手伝い
をしてくれます。ます
ますおしゃべりや歌

が上手になり、最近はよく替え歌などを歌っています。
妹の真央は3か月。とても表情豊かでニコニコとよく笑い

ます。これからも元気で仲良しな兄妹でいてネ。
小池　正　行さん（旗屋）
　　　由紀子さん

りょうと

ま   お

このコーナーに登場してくれるちびっこ・赤ちゃん・ペット
を募集しています。企画課まで連絡してください。

西川中学校３年
小林 加奈子さん

（藤見町）

【談】　イメージは「南の島」。熱帯魚
の美しさを表現するために、ポスタ
ーカラーで色をはっきりと出しました。
うろこを２色で塗ることにより、光
と陰の部分ができ、リアル感が出ま
した。そしてバックのハイビスカスで、
熱帯魚の色が映えて、全体的にもバ
ランスが良くなりました。とてもが
んばって描いたので、細かい所も注
目してみてください。

男
女
計

世帯数

6,100人
6,568人

12,668人
（前月比+7）

3,513
（前月比+8）

転 入
転 出
出 生
死 亡

69人
59人

4人
7人

氏　　名 

土 屋 清 春  

石 山  凜　 

近 藤 百 奈  

中 村  凜　 

 

きよ  　はる 

りん　   

ゆ　　  な   

りん　   

 

町　内 

西 汰 上  

　第二区 

大 潟  

　第三区 

保護者 

正 直  

　徹　 

貴 之  

克 大  

誕生日 

2／ 

2／ 

3／ 

3／ 

 

13 

23 

6 

9

氏　　名 

鈴　木　アキノ 

　　片　ハルノ 

渡 　 悦 子  

佐 藤 ト メ  

長 澤 ト ミ  

近 藤 　繁　 

石 田 イ ネ  

世帯主 

行 衛  

祐一郎 

幸 作  

　 弘  

本 人  

　代司 

　 樹  

町　内 

升 岡  

押付団地 

升 岡  

　第一区 

大潟（花見の里） 

升 岡  

松 崎  

亡くなった日 

2／ 

2／ 

2／ 

3／ 

3／ 

3／ 

3／ 

年齢 

77 

78 

39 

91 

87 

33 

84

 

18 

22 

23 

8  

14 

17 

19

（3月末日現在）
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